
15  物性研だより第 58 巻第 1 号 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

国際超強磁場科学研究施設 松田(康)研究室 池田 暁彦 

このたび、第 9 回強磁場フォーラム三浦奨励賞を受賞し

ました。この賞は、三浦登東大名誉教授からの御醵金を受

け、強磁場中における物性測定や強磁場発生に関する技術

開発において、新しい着想で優れた成果をあげた若手研究

者を奨励する目的で設けられたものです。このような栄誉

ある賞をいただき誠に感謝しております。 

受賞対象となった研究は「メガガウス超強磁場における

新奇スピン状態秩序相の発見」です。私は、世界に先駆け

て150テスラに至る誘導法磁化測定に成功し、これにより

コバルト酸化物(LaCoO3)の磁場温度相図を構築し、100

テスラを超える強磁場領域に非自明な秩序相が 2 つ存在す

ることを明らかにしました[1, 2]。コバルト酸化物には

「スピン状態」というユニークな自由度が存在しますが、

発見された秩序相では、この「スピン状態」の超格子や超

流動状態が実現していると予測されています。発見された

スピン状態秩序相の起源を解明する有力な手段として

1000 テスラにいたる極限磁場領域でのスピン状態変化計

測が提案されていますが、このような極限磁場中での誘導

法磁化測定は技術的に困難と考えられていました。そこで

私は、スピン状態が体積と強く相関することに着目し、

ファイバーブラッググレーティングを用いた 100 MHz 超

高速歪み測定装置*を開発しました。これをもちいて 150

テスラまでの低温磁歪計測を行い、スピン状態変化の観測

が可能であることを実証しました[3]。本装置はシングル

ショット計測が可能なため 1000 テスラの極限磁場中磁歪

計測に適用可能と期待されています。受賞式は 2017 年 11

月 30 日、物質・材料研究機構(千現地区)にて開催された

第 13 回強磁場フォーラム総会で行われました。 

初期の実験でコバルト酸化物の新奇相がありそうだとわ

かりましたが、自分たちではその起源を考えあぐねていた

部分がありました。そんな折に、同所の徳永先生にご紹介

いただき、物性研短期研究会「低次元電子系におけるエキ

シトニック相の新展開」(2015 年)で講演させていただく

機会を得ました。そこで初めて東北大の石原グループでコ

バルト酸化物におけるエキシトニック相の理論を展開され

ている最中であったことを知りました。幸いにも石原先生

たちにもご興味を持っていただき、理論研究によってコバ

ルト酸化物では磁場誘起のエキシトニック相やスピン状態

結晶相が可能であることがわかってきました。私たちの論

文[1]は、arXiv にアップロードしてから掲載されるまでに

時間がかかり、論文誌に掲載されたのは石原先生たちの磁

場効果の理論論文[5]がでる 1 週間前でした。実はチェコ

の理論グループも私たちの実験をフォローする論文[6]を

石原先生たちに少し遅れて掲載していました。何にせよ、

理論家の方々の仕事が速いのには驚きました。そして自分

たちの研究に対するリアクションがあるということが非常

にうれしいものだということを知りました。現在、コバル

ト酸化物におけるエキシトニック相の研究はささやかな

ブームになっているようです。自分としては実験を進展さ

せ、研究を発展すべく日々邁進する所存です。お世話にな

りました方々に感謝したいと思います。今後ともよろしく

お願いいたします。 

*本装置は物性研 LASOR 小林研との所内共同研究による

成果です。 
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